
 

様式C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21年 6月 ９日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要：1600年以前に日本で作成された古文書について、原本はもとより影写本・謄
写本・写真帳・目録・翻刻などあらゆる媒体に依る情報を網羅し、グルーピングすることをコ

ンセプトとする「日本古文書ユニオンカタログ」システムを構築し、213,624 件のデータを公
開した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 8,900,000 2,670,000 11,570,000 

２００６年度 9,100,000 2,730,000 11,830,000 

２００７年度 9,100,000 2,730,000 11,830,000 

２００８年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000 

  年度    

総 計 31,400,000 9,420,000 40,820,000 

 
 
研究分野：日本史 
科研費の分科・細目：情報学・情報図書館学・人文社会情報学 
キーワード：日本・古文書・ユニオンカタログ・史料編纂所・影写本・国際情報互換・アメリ

カ：ドイツ・デジタル画像 
 
１．研究開始当初の背景 
1984年度以来開発されてきた東京大学史
料編纂所歴史情報処理システムＳＨＩＰＳ
(Shiryohensanjo Historical Information 
Processing System)について、2003年度に外
部評価が実施され、上記システム上の「古文
書目録データベース」が日本の古文書に関す
る事実上のナショナル・ユニオン・カタログ
と評価されたことを受け、「古文書目録デー
タベース」が史料編纂所の架蔵する影写本を
データ源としていたのに対して、データ源の
範囲を拡大し「ナショナル・ユニオン・カタ
ログ」の名に恥じないシステムに脱皮させる
ことを研究の動機とした。研究開始時点で、

ＳＨＩＰＳ上で前提となるデータベースの
状況は以下の通りであった。 
(1)古文書目録データベース：史料編纂所架
蔵影写本収載古文書約 20万件を対象として
おり、2004年度末までに約117,000件の入力
が予定されていた。 
(2)古文書フルテキストデータベース：史料
編纂所編『大日本古文書』収載古文書を中心
に、50,084件が入力されていた。 
(3)平安遺文フルテキストデータベース：竹
内理三編『平安遺文』収載古文書に関する全
データ5,527件の入力が完成していた。 
(4) 鎌倉遺文フルテキストデータベース：竹
内理三編『鎌倉遺文』収載古文書 35,124件
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を対象としており、25,119件が入力されてい
た。 
 
２．研究の目的 
(1)以下の内容を有する「日本古文書ユニオン
カタログ」システムを構築する。 
①1600 年（関が原の戦いのあった年）以前
に日本で作成された文書に関して、原本はも
とより影写本・謄写本・写真帳・目録・翻刻
などあらゆる媒体に依る情報を登録する。 
②上記により集積された情報をグルーピン
グする。 
③上記によりグルーピングされた情報を相
互に参照可能にする。 
④同一の正文にもとづく案文や写を統合し
て表示したり、連券や書継案文を構成するも
のの相互関連を表示したりすることを可能
にする。 
⑤システム開発にあたっては Z39.50 (ISO 
23950:1998)等への対応を検討し、他機関デ
ータベースとのコラボレーションの可能性
を追求する。 
(2)期間内に以下のデータを入力する。 
①史料編纂所架蔵影写本収載古文書、『大日
本古文書』『平安遺文』『鎌倉遺文』収録文書
については全データを登録する。 
②史料編纂所架蔵貴重書（原本）、謄写本、
写真帳および刊行された目録・翻刻について
は、1600 年以前の古文書について既知のも
のをなんらかの媒体によって網羅しうるよ
うに、入力計画を立てる。 
③イェール大学・ハーバード大学等在外諸機
関に所蔵される日本古文書について調査し、
メタデータを本カタログに登録するととも
に、当該機関の公開するデータとのリンクを
はかる。 
 
３．研究の方法 
(1)システム開発：第 1年度に要件定義にもと
づく基本設計を行い、第２年度に基本設計に
もとづく開発、第３年度に第２年度開発シス
テムの評価にもとづく修正と追加開発、第４
年度に第３年度までに開発されたシステム
の評価にもとづく修正を行う。「古文書目録
データベース」システムを土台とする開発で
あるが、主な新規開発事項は、①入力校正機
能、②公開検索機能、③グルーピング機能（入
力校正）、④グルーピング表示機能（公開検
索）、⑤ＸＭＬ出力機能、⑥外部連携、⑦内
部連携、⑧統計機能である。 
(2)データ源の調査：ユニオンカタログに搭載
するもののデータ源として、史料編纂所の架
蔵する原本・影写本・謄写本・写真帳・刊本
について、登録対象となるものの調査を行い、
データ化計画の立案を行う。 
(3)古文書原本についての研究：国内外のいく
つかの機関について、所蔵する古文書の原本

についての調査を行う。 
(4)「日本古文書ユニオンカタログ」構築プロ
ジェクトの意義と課題に関する討議を計画
する。 
 
４．研究成果 
(1)ＳＨＩＰＳ上の「古文書目録データベー
ス」システムを土台として、①入力校正機能、
②公開検索機能、③グルーピング機能（入力
校正）、④グルーピング表示機能（公開検索）、
⑤ＸＭＬ出力機能、⑥外部連携、⑦内部連携、
⑧統計機能を新規に開発して、「日本古文書
ユニオンカタログ」システムを構築し、2009
年 3月にリリースした。 
(2)「日本古文書ユニオンカタログ」出発時の
データを以下のように用意した。 
①「古文書目録データベース」より、影写本
分211,086件、謄写本分231件、レクチグラ
フ分167件、写真帳分1,702件、原本・古写
本分394件、総計213,580件を「日本古文書
ユニオンカタログ」に移行し、データベース
の骨格とした。 
②『大日本古文書』家わけ分データ48,462
件、『平安遺文』分データ5,527件、『鎌倉遺
文』分データ35,125件を登録し、「古文書フ
ルテキスト」「平安遺文フルテキスト」「鎌倉
遺文フルテキスト」各ＤＢとのリンクを実現
した。 
③東北大学日本史研究室の承諾を得て、同室
所蔵「朴沢文書」に関するデータ16件を登
録し、同室提供の同文書データベースとのリ
ンクを実現した。イェール大学バイネッケ図
書館所蔵「古文書貼交屏風」分データ28件
を登録し、バイネッケ図書館提供Digital 
Images Onlineとリンクする準備を進めた。 
④上記のうち、①・③に相当するデータ
213,624件を公開した。 
(3) 東京大学史料編纂所附属前近代日本史
情報国際センター公開研究会「歴史知識学の
創成」（2008年11月22日、東京大学山上会
館）において、研究発表を行い、その内容を、
石川徹也・横山伊徳編『歴史知識学ことはじ
め』（勉誠出版、2009年2月）に掲載した。 
(4)「日本古文書ユニオンカタログ」データ
を拡充する計画として、4年間で東京大学史
料編纂所架蔵謄写本収載古文書約2,100冊分
約82,000件、都道府県史史料編収載古文書
約130冊分約126,000件を新たに登録し、既
存データ約210,000件との統合を進める計画
を立案し、2009年度より実施している。 
(5)「日本古文書ユニオンカタログ」システ
ムを前提の一つとして、古文書の網羅的収集
による研究を協調作業環境下において行う
プロジェクト（「古文書バーチャルラボ」）を
立案し、2009年度よりの4年計画で実施して
いる。 
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